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内容

１．茨城大学図書館について

＊大学概要、リテラシー教育の実施体制

２．本館の新入生ガイダンスについて

＊内容、実施結果

＊資料作成・実演時のポイント、課題
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１．茨城大学図書館について

図書館本館・外観
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大学の概要

５学部３キャンパス

学生数

約8,850人
教職員数

約９30人
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リテラシー教育の実施体制

各館ごとに

企画、実施

実施結果等

ＨＰにあり



6

２．本館の新入生ガイダンスについて

本館・カウンター周り
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リテラシー教育の実施経緯・体制

1992年：新入生ガイダンスを開始
＊閲覧担当係が実施

2004年：担当係「学術情報係」新設
＊ＩＬＬ、参考調査も担当

＊係長１名, 係員２名
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実施企画

内容 開催時期

新入生ガイダンス ４月～６月

教員リクエストによる
授業内講習会

随時受付

図書館主催講習会 前期・後期
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新入生ガイダンスの概要

教養科目「主題別ゼミナール」内で
希望クラスに対して実施

内容 （各３０分、計９０分）

＊全体説明

＊館内ツアー

＊OPAC演習
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新入生ガイダンスの近年実績

年
度

回
数

参加
者

新入生数（水） 新入生数（全）

参加率 参加率

‘04 ３９ ８０８ １０５３ １７６６

約７７％ 約４６％

‘05 ３５ ９１３ １０５８ １７８０

約８６％ 約５１％

‘06 ３２ ９０４ １０６５ １７７６

約８６％ 約５１％
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ガイダンス資料作成の出発点

新入生像（推測） 対策

公共・学校図書館

しか知らない

大学図書館の

特徴を説明する

長い文章は

あまり読まない

図や写真を活用



12

資料作成のポイント ①内容面

内容を絞る

＊目的は「図書館の印象づけ」

＊基本的なことを理解してもらう

＊館内ツアー、ＯＰＡＣ演習もある

＊全体を通して理解してもらえばよい
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資料作成のポイント ②デザイン面

①「文字」 を 「図」 にしてしまう
＊図形の中に文字を書く

②見やすく、きれいに

＊色 ： 全体のバランス、イメージ

＊文章：単語途中で改行しない
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実演時のポイント

図書館用語は

身近な例におきかえて説明

聞き手と目を合わせる

大きな声ではっきりと
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今後の課題 ①

担当者の慣れを防ぐには？

学生

「機械的な

説明だなぁ」

職員

「もう数十回目。
同じことの繰り
返しだ…」

！ ！いつも初演の気持ちで
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今後の課題 ②

適切な説明とは？

学生

「OPACって
不便だなぁ」

職員

「OPACでは、
資料の内容を

検索できません」

正確な説明≠いい印象
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ご清聴ありがとうございました

茨城大学図書館
学術情報係
矢内美どり
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